表現プロジェクト演習D　

障子・ふすまについて

後藤安友佳

◆障子

もともとはふすまや屏風のような、部屋を仕切る道具の総称。
平安時代ごろから変化を遂げつつ、家の建具として用いられてきた。

◎特徴

・適度に直射日光をさえぎり、半分くらいの日光を部屋全体に通す。

・夜は照明の光が反射して、照明効果がアップする。
・冬は暖かく、夏は涼しく過ごせる。（熱を通しにくく、逃しにくい）

・吸湿性・換気能力がある。（湿度の多い日本に適している）
○種類
・雪見障子（一部がガラスになっていて障子部分が開け閉めできるもの）
・腰付障子（傷みやすい下部に板や襖を貼ったもの）

・横繁障子（横方向の組子が縦方向よりも多いもの、関東地方で多く好まれる）

・縦繁障子（縦方向の組子が横方向よりも多いもの、関西地方で多く好まれる）
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　　　←縦繁障子

◆ふすま（襖）
もともとは平安時代の寝殿造りで一つの大きな空間を仕切るために使われた。

その後の建築様式でも、部屋同士を仕切る建具として使われるようになった。

◎特徴
・必要なときに開け閉めや取り外しができる。（部屋の大きさを変えることができる）
・保温機能・調湿機能がある。（寒さを防ぐ、湿気が多いときは吸収・乾燥時には水分を放出）
　→押入れの扉としても有効
　⇒湿気の多い日本の気候に適している。
・ふすまに描かれた絵（襖絵）による室内装飾としての効果がある。

→鎌倉時代から江戸時代に寺院や城に襖に描かれたものは、重要な文化財となっている。
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